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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室外機に接続されている接続室内機を特定する識別情報を入力するための入力手段と、
　前記室外機に接続可能な室内機の識別情報と該室内機の熱交換器に関する特性値とが関
連付けられた第１情報と、
　各前記接続室内機に対応する前記特性値を第１情報から取得し、取得した前記特性値を
積算して積算特性値を算出する積算手段と、
　積算特性値とシステム成績係数とが関連付けられた第２情報と、
　前記積算手段によって算出された前記積算特性値に対応するシステム成績係数を前記第
２情報から取得するシステム成績係数取得手段と、
　システム成績係数と期間エネルギー効率とが関連付けられた第３情報と、
　前記システム成績係数取得手段によって取得された前記システム成績係数に対応する期
間エネルギー効率を前記第３情報から取得する期間エネルギー効率取得手段と
を具備する空調システムの評価支援装置。
【請求項２】
　室外機に接続されている接続室内機を特定する識別情報を入力するための入力手段と、
　前記室外機に接続可能な室内機の識別情報と該室内機の熱交換器に関する特性値とが関
連付けられた第１情報と、
　各前記接続室内機に対応する前記特性値を第１情報から取得し、取得した前記特性値を
積算して積算特性値を算出する積算手段と、
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　積算特性値とシステム成績係数とが関連付けられた第２情報と、
　前記積算手段によって算出された前記積算特性値に対応するシステム成績係数を前記第
２情報から取得するシステム成績係数取得手段と、
　システム成績係数と期間成績係数とが関連付けられた第４情報と、
　前記システム成績係数取得手段によって取得された前記システム成績係数に対応する期
間成績係数を前記第４情報から取得する期間成績係数取得手段と
を具備する空調システムの評価支援装置。
【請求項３】
　前記第１情報における前記特性値は、前記室内機の容量に応じた冷媒循環量または圧縮
機周波数を想定して設定されている請求項１または請求項２に記載の空調システムの評価
支援装置。
【請求項４】
　前記接続室内機の合計容量と第１補正値とが関連付けられた第５情報と、
　各前記接続室内機の合計容量に対応する第１補正値を前記第５情報から取得し、取得し
た第１補正値を用いて前記積算特性値を補正する第１補正手段と
を備え、
　前記システム成績係数取得手段は、補正後の前記積算特性値に対応するシステム成績係
数を前記第２情報から取得する請求項３に記載の空調システムの評価支援装置。
【請求項５】
　前記第１補正値は、前記接続室内機の合計容量が前記室外機の定格能力における室内機
容量と一致している場合に１に設定され、前記接続室内機の合計容量が大きくなるほど小
さい値に設定される請求項４に記載の空調システムの評価支援装置。
【請求項６】
　前記第２情報は、冷房運転の場合のものと暖房運転の場合のものとそれぞれ設けられて
いる請求項１から請求項５のいずれかに記載の空調システムの評価支援装置。
【請求項７】
　前記特性値は、熱交換器の有効度であり、
　前記第２情報に代えて、積算特性値と室内熱交換量とが関連付けられた第６情報と、
　積算特性値とインバータ及び圧縮機の消費電力の和とが関連付けられた第７情報と
を有し、
　前記システム成績係数取得手段は、前記積算特性値に対応する室内熱交換量及び前記イ
ンバータ及び圧縮機の消費電力の和を前記第６情報及び前記第７情報からそれぞれ取得し
、取得した前記室内熱交換量及び前記インバータ及び圧縮機の消費電力の和、室内ファン
モータの入力、及び室内外ファンモータの消費電力を予め設定されている所定の演算式に
用いることにより、システム成績係数を算出する請求項１から請求項６のいずれかに記載
の空調システムの評価支援装置。
【請求項８】
　待機電力と第２補正値とが関連付けられた第８情報と、
　前記接続室内機の待機電力に対応する第２補正値を前記第８情報から取得し、前記第２
補正値を用いて前記期間エネルギー効率取得手段によって取得された期間エネルギー効率
を補正する第２補正手段と
を具備する請求項１または請求項１に従属する請求項３から請求項７のいずれかに記載の
空調システムの評価支援装置。
【請求項９】
　室外機に接続されている接続室内機を特定するための識別情報を取得する第１工程と、
　前記室外機に接続可能な室内機の識別情報と該室内機の熱交換器に関する特性値とが関
連付けられた第１情報から、各前記接続室内機に対応する前記特性値を取得し、取得した
各前記特性値を積算して積算特性値を算出する第２工程と、
　積算特性値とシステム成績係数とが関連付けられた第２情報から、前記第２工程で算出
した前記積算特性値に対応するシステム成績係数を取得する第３工程と、
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　システム成績係数と期間エネルギー効率とが関連付けられた第３情報から、前記第３工
程で取得した前記システム成績係数に対応する期間エネルギー効率を取得する第４工程と
を有する空調システムの評価支援方法。
【請求項１０】
　室外機に接続されている接続室内機を特定するための識別情報を取得する第１工程と、
　前記室外機に接続可能な室内機の識別情報と該室内機の熱交換器に関する特性値とが関
連付けられた第１情報から、各前記接続室内機に対応する前記特性値を取得し、取得した
各前記特性値を積算して積算特性値を算出する第２工程と、
　積算特性値とシステム成績係数とが関連付けられた第２情報から、前記第２工程で算出
した前記積算特性値に対応するシステム成績係数を取得する第３工程と、
　システム成績係数と期間成績係数とが関連付けられた第４情報から、前記第３工程で取
得したシステム成績係数に対応する期間成績係数を取得する第５工程と
を有する空調システムの評価支援方法。
【請求項１１】
　室外機に接続されている接続室内機を特定するための識別情報を取得する第１処理と、
　前記室外機に接続可能な室内機の識別情報と該室内機の熱交換器に関する特性値とが関
連付けられた第１情報から、各前記接続室内機に対応する前記特性値を取得し、取得した
各前記特性値を積算して積算特性値を算出する第２処理と、
　積算特性値とシステム成績係数とが関連付けられた第２情報から、前記第２処理で算出
した前記積算特性値に対応するシステム成績係数を取得する第３処理と、
　システム成績係数と期間エネルギー効率とが関連付けられた第３情報から、前記第３処
理で取得した前記システム成績係数に対応する期間エネルギー効率を取得する第４処理と
をコンピュータに実行させるための空調システムの評価支援プログラム。
【請求項１２】
　室外機に接続されている接続室内機を特定するための識別情報を取得する第１処理と、
　前記室外機に接続可能な室内機の識別情報と該室内機の熱交換器に関する特性値とが関
連付けられた第１情報から、各前記接続室内機に対応する前記特性値を取得し、取得した
各前記特性値を積算して積算特性値を算出する第２処理と、
　積算特性値とシステム成績係数とが関連付けられた第２情報から、前記第２処理で算出
した前記積算特性値に対応するシステム成績係数を取得する第３処理と、
　システム成績係数と期間成績係数とが関連付けられた第４情報から、前記第３処理で取
得したシステム成績係数に対応する期間成績係数を取得する第５処理と
をコンピュータに実行させるための空調システムの評価支援プログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空調システムの評価支援装置及び方法並びにプログラムに係り、特に、省エ
ネルギーに関する評価を行う空調システムの評価支援装置及び方法並びにプログラムに関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、日本においては、空調システムの省エネルギー評価基準の一つとして、エネルギ
ー消費効率（ＡＰＦ）が用いられ、この評価値を算出するためのシステムが提案されてい
る（例えば、特許文献１参照）。
　また、欧州では、省エネルギー評価基準として、従来用いられていたＥＥＲ（エネルギ
ー効率：Ｅｎｅｒｇｙ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｒａｔｉｏ）やＣＯＰ（成績係数：Ｃｏ
ｅｆｆｉｃｉｅｎｔ　ｏｆ　ＰｅｒｆｏｒｍａｎｃｅＣＯＰ）に代えて、ＳＥＥＲ（期間
エネルギー効率：Ｓｅａｓｏｎａｌ　Ｅｎｅｒｇｙ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｒａｔｉｏ
）やＳＣＯＰ（期間成績係数：Ｓｅａｓｏｎａｌ　Ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ　ｏｆ　Ｐｅ
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ｒｆｏｒｍａｎｃｅ）が用いられるようになった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平９－７９６５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、室外機への室内機の接続パターンはさまざまであり、また、近年では、共通
の室外機に対して異なるタイプ（例えば、天井カセットタイプや壁かけタイプ等）の複数
の室内機が接続されることも増えてきた。このような異なるタイプの室内機が接続されて
いる場合には、ＳＥＥＲやＳＣＯＰの計算がより複雑となり、作業者の負担が増大する。
【０００５】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであって、ＳＥＥＲ及びＳＣＯＰの評
価における作業者の負担や時間を低減することのできる空調システムの評価支援装置及び
方法並びにプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１態様は、室外機に接続されている接続室内機を特定する識別情報を入力す
るための入力手段と、前記室外機に接続可能な室内機の識別情報と該室内機の熱交換器に
関する特性値とが関連付けられた第１情報と、各前記接続室内機に対応する前記特性値を
第１情報から取得し、取得した前記特性値を積算して積算特性値を算出する積算手段と、
積算特性値とシステム成績係数とが関連付けられた第２情報と、前記積算手段によって算
出された前記積算特性値に対応するシステム成績係数を前記第２情報から取得するシステ
ム成績係数取得手段と、システム成績係数と期間エネルギー効率とが関連付けられた第３
情報と、前記システム成績係数取得手段によって取得された前記システム成績係数に対応
する期間エネルギー効率を前記第３情報から取得する期間エネルギー効率取得手段とを具
備する空調システムの評価支援装置である。
【０００７】
　上記態様によれば、入力手段から室外機に接続されている接続室内機の識別情報が入力
されると、各接続室内機の熱交換器に関する特性値が第１情報から取得され、取得した特
性値を積算することで、積算特性値が算出される。続いて、積算特性値に対応するシステ
ム成績係数が第２情報から取得され、このシステム成績係数に対応する期間エネルギー効
率が第３情報から取得される。このようにして取得された期間エネルギー効率（ＳＥＥＲ
）は、例えば、表示画面等の出力手段に出力され、ユーザに提示される。
　このように、本態様によれば、室外機に接続されている室内機を特定する識別情報を入
力するという簡易な作業により、期間エネルギー効率を得ることができる。これにより、
ユーザの労力や時間を削減することが可能となる。
【０００８】
　本発明の第２態様は、室外機に接続されている接続室内機を特定する識別情報を入力す
るための入力手段と、前記室外機に接続可能な室内機の識別情報と該室内機の熱交換器に
関する特性値とが関連付けられた第１情報と、各前記接続室内機に対応する前記特性値を
第１情報から取得し、取得した前記特性値を積算して積算特性値を算出する積算手段と、
積算特性値とシステム成績係数とが関連付けられた第２情報と、前記積算手段によって算
出された前記積算特性値に対応するシステム成績係数を前記第２情報から取得するシステ
ム成績係数取得手段と、システム成績係数と期間成績係数とが関連付けられた第４情報と
、前記システム成績係数取得手段によって取得された前記システム成績係数に対応する期
間成績係数を前記第４情報から取得する期間成績係数取得手段とを具備する空調システム
の評価支援装置である。
【０００９】
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　上記態様によれば、入力手段から室外機に接続されている接続室内機の識別情報が入力
されると、各接続室内機の熱交換器に関する特性値が第１情報から取得され、取得した特
性値を積算することで、積算特性値が算出される。続いて、積算特性値に対応するシステ
ム成績係数が第２情報から取得され、このシステム成績係数に対応する期間成績係数が第
４情報から取得される。このようにして取得された期間成績係数（ＳＣＯＰ）は、例えば
、表示画面等の出力手段に出力され、ユーザに提示される。
　このように、本態様によれば、室外機に接続されている室内機を特定する識別情報を入
力するという簡易な作業により、期間成績係数を得ることができる。これにより、ユーザ
の労力や時間を削減することが可能となる。
【００１０】
　上記空調システムの評価支援装置において、前記第１情報における前記特性値は、前記
室内機の容量に応じた冷媒循環量または圧縮機周波数を想定して設定されていてもよい。
これにより、冷媒循環量または圧縮機周波数を考慮した特性値とすることができる。
【００１１】
　上記空調システムの評価支援装置は、前記接続室内機の合計容量と第１補正値とが関連
付けられた第５情報と、各前記接続室内機の合計容量に対応する第１補正値を前記第５情
報から取得し、取得した第１補正値を用いて前記積算特性値を補正する第１補正手段とを
備え、前記システム成績係数取得手段は、補正後の前記積算特性値に対応するシステム成
績係数を前記第２情報から取得することとしてもよい。
【００１２】
　このような構成によれば、接続室内機の合計容量に応じた第１補正値が取得され、取得
した第１補正値によって積算特性値が補正される。これにより、接続室内機の合計容量を
考慮した積算特性値を得ることが可能となる。したがって、積算特性値の算出精度を向上
させることができ、ひいては期間エネルギー効率、期間成績係数の算出精度を高めること
が可能となる。
　例えば、前記第１補正値は、前記接続室内機の合計容量が前記室外機の定格能力におけ
る室内機容量と一致している場合に１に設定され、前記接続室内機の合計容量が大きくな
るほど小さい値に設定される。
【００１３】
　上記空調システムの評価支援装置において、前記第２情報は、冷房運転の場合のものと
暖房運転の場合のものとそれぞれ設けられていてもよい。冷房運転及び暖房運転の両方の
情報を保有しておくことで、適切なシステム成績係数を用いて、期間エネルギー効率、期
間成績係数を得ることが可能となる。
【００１４】
　上記空調システムの評価支援装置において、前記特性値は、熱交換器の有効度である場
合に、該評価支援装置は、前記第２情報に代えて、積算特性値と室内熱交換量とが関連付
けられた第６情報と、積算特性値とインバータ及び圧縮機の消費電力の和とが関連付けら
れた第７情報とを有し、前記システム成績係数取得手段は、前記積算特性値に対応する室
内熱交換量及び前記インバータ及び圧縮機の消費電力の和を前記第６情報及び前記第７情
報からそれぞれ取得し、取得した前記室内熱交換量及び前記インバータ及び圧縮機の消費
電力の和、室内ファンモータの入力、及び室内外ファンモータの消費電力を予め設定され
ている所定の演算式に用いることにより、システム成績係数を算出することとしてもよい
。
【００１５】
　上記空調システムの評価支援装置は、待機電力と第２補正値とが関連付けられた第８情
報と、前記接続室内機の待機電力に対応する第２補正値を前記第８情報から取得し、前記
第２補正値を用いて前記期間エネルギー効率取得手段によって取得された期間エネルギー
効率を補正する第２補正手段とを更に備えていてもよい。
　このように、待機電力に関する第２補正値を用いて期間エネルギー効率を補正するので
、待機電力も考慮した期間エネルギー効率を算出することが可能となる。



(6) JP 6234801 B2 2017.11.22

10

20

30

40

50

【００１６】
　本発明の第３態様は、室外機に接続されている接続室内機を特定するための識別情報を
取得する第１工程と、前記室外機に接続可能な室内機の識別情報と該室内機の熱交換器に
関する特性値とが関連付けられた第１情報から、各前記接続室内機に対応する前記特性値
を取得し、取得した各前記特性値を積算して積算特性値を算出する第２工程と、積算特性
値とシステム成績係数とが関連付けられた第２情報から、前記第２工程で算出した前記積
算特性値に対応するシステム成績係数を取得する第３工程と、システム成績係数と期間エ
ネルギー効率とが関連付けられた第３情報から、前記第３工程で取得した前記システム成
績係数に対応する期間エネルギー効率を取得する第４工程とを有する空調システムの評価
支援方法である。
【００１７】
　本発明の第４態様は、室外機に接続されている接続室内機を特定するための識別情報を
取得する第１工程と、前記室外機に接続可能な室内機の識別情報と該室内機の熱交換器に
関する特性値とが関連付けられた第１情報から、各前記接続室内機に対応する前記特性値
を取得し、取得した各前記特性値を積算して積算特性値を算出する第２工程と、積算特性
値とシステム成績係数とが関連付けられた第２情報から、前記第２工程で算出した前記積
算特性値に対応するシステム成績係数を取得する第３工程と、システム成績係数と期間成
績係数とが関連付けられた第４情報から、前記第３工程で取得したシステム成績係数に対
応する期間成績係数を取得する第５工程とを有する空調システムの評価支援方法である。
【００１８】
　本発明の第５態様は、室外機に接続されている接続室内機を特定するための識別情報を
取得する第１処理と、前記室外機に接続可能な室内機の識別情報と該室内機の熱交換器に
関する特性値とが関連付けられた第１情報から、各前記接続室内機に対応する前記特性値
を取得し、取得した各前記特性値を積算して積算特性値を算出する第２処理と、積算特性
値とシステム成績係数とが関連付けられた第２情報から、前記第２処理で算出した前記積
算特性値に対応するシステム成績係数を取得する第３処理と、システム成績係数と期間エ
ネルギー効率とが関連付けられた第３情報から、前記第３処理で取得した前記システム成
績係数に対応する期間エネルギー効率を取得する第４処理とをコンピュータに実行させる
ための空調システムの評価支援プログラムである。
【００１９】
　本発明の第６態様は、室外機に接続されている接続室内機を特定するための識別情報を
取得する第１処理と、前記室外機に接続可能な室内機の識別情報と該室内機の熱交換器に
関する特性値とが関連付けられた第１情報から、各前記接続室内機に対応する前記特性値
を取得し、取得した各前記特性値を積算して積算特性値を算出する第２処理と、積算特性
値とシステム成績係数とが関連付けられた第２情報から、前記第２処理で算出した前記積
算特性値に対応するシステム成績係数を取得する第３処理と、システム成績係数と期間成
績係数とが関連付けられた第４情報から、前記第３処理で取得したシステム成績係数に対
応する期間成績係数を取得する第５処理とをコンピュータに実行させるための空調システ
ムの評価支援プログラムである。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、省エネルギー評価基準の一つであるＳＥＥＲ及びＳＣＯＰの評価にお
けるユーザの労力及び作業時間の低減を図ることができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１実施形態に係る空調システムの評価支援装置について説明するため
の図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係る評価支援装置のハードウェア構成の一例を示したブ
ロック図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係る評価支援装置が備える機能を展開して示した機能ブ
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ロック図である。
【図４】近似曲線を用いた場合の暖房時における第２情報の一例を示した図である。
【図５】第３情報の一例を示した図である。
【図６】第４情報の一例を示した図である。
【図７】本発明の第１実施形態に係る評価支援装置により実行される処理の手順について
説明するためのフローチャートである。
【図８】本発明の第２実施形態に係る評価支援装置が備える機能を展開して示した機能ブ
ロック図である。
【図９】接続室内機の合計容量と積算特性値との関係を示した図である。
【図１０】第５情報の一例を示した図である。
【図１１】積算特性値と室内熱交換量との関係を示した図である。
【図１２】積算特性値と機器消費電力との関係を示した図である。
【図１３】本発明の第４実施形態に係る評価支援装置が備える機能を展開して示した機能
ブロック図である。
【図１４】第８情報の一例を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
〔第１実施形態〕
　以下に、本発明の第１実施形態に係る空調システムの評価支援装置及び方法並びにプロ
グラムについて、図面を参照して説明する。
　図１は、本実施形態に係る空調システムの評価支援装置（以下「評価支援装置」という
。）について説明するための図である。評価支援装置１０ａは、１台の室外機２と、該室
外機２に接続される複数の室内機５（以下、室外機２に接続される室内機を「接続室内機
５」として、他の室内機と区別する。）を備える空調システム１の省エネルギーに関する
評価値であるＳＥＥＲ及びＳＣＯＰを算出するものである。
　以下の説明では、便宜上、評価支援装置１０ａと評価対象である空調システム１の室外
機２とは、１対１で対応している場合を想定して説明するが、さまざまな室外機に対して
以下に示す機能をそれぞれ用意することにより、汎用性を持たせることが可能である。
【００２３】
　図２は、本実施形態に係る評価支援装置１０ａのハードウェア構成の一例を示したブロ
ック図である。図２に示すように、評価支援装置１０ａは、例えば、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒ
ａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）１１と、ＣＰＵ１１が実行するプログラム等を
記憶するためのＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１２と、各プログラム実行
時のワーク領域として機能するＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１
３と、大容量記憶装置としてのハードディスクドライブ（ＨＤＤ）１４と、ネットワーク
に接続するための通信インターフェース１５と、外部記憶装置１６が装着されるアクセス
部１７と、キーボードやマウス等からなる入力部１８と、情報をユーザに提供する液晶表
示装置等の出力部１９を備えている。これら各部は、バス２０を介して接続されている。
【００２４】
　上記ＲＯＭ１２には、各種プログラム（例えば、評価支援プログラム）が格納されてお
り、ＣＰＵ１１がＲＯＭ１２からＲＡＭ１３にプログラムを読み出し、実行することによ
り種々の処理を実現させる。
　なお、ＣＰＵ１１が実行するプログラム等を記憶するための記憶媒体は、ＲＯＭ１２に
限られない。例えば、磁気ディスク、光磁気ディスク、半導体メモリ等の他の補助記憶装
置であってもよい。
【００２５】
　評価支援装置１０ａは、例えば、空調システムとは独立したシステムとして存在してい
てもよいし、空調システムに関連する装置（例えば、中央制御装置等）が備える機能の一
部として、装置内に設けられていてもよい。
　また、評価支援装置１０は、例えば、空調システムの製造元に設置され、製造元におけ
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る作業員によって操作されるものとしてもよく、あるいは、空調システムの所有者側に設
置され、所有者側の作業員によって操作されるものでもよい。また、所有者側の端末と製
造元に設置された評価支援装置１０とをネットワークで接続することにより、所有者側の
端末から入力された入力情報に基づいて、評価支援装置１０においてＳＥＥＲ及びＳＣＯ
Ｐが算出され、算出結果が所有者側の端末に表示されるような態様としてもよい。このよ
うに、空調システムの使用態様については特に限定されない。
【００２６】
　図３は、評価支援装置１０ａが備える機能を展開して示した機能ブロック図である。図
３に示されるように、評価支援装置１０ａは、入力部２１、記憶部２２、積算部２３、シ
ステム成績係数取得部（以下「システムＣＯＰ取得部」という。）２４、期間エネルギー
効率取得部（以下「ＳＥＥＲ取得部」という。）２５、及び期間成績係数取得部（以下「
ＳＣＯＰ取得部」という。）２６、出力部２７を備えている。
【００２７】
　入力部２１は、評価対象となる空調システム１の室外機２に接続された接続室内機５を
特定するための識別情報を入力するためのものである。識別情報は、少なくとも室内機タ
イプ（壁掛け、天井カセット、ダクト付等）及び室内機容量を含んでいる。
　室内機の識別情報の入力態様としては、表示画面にプルダウン方式で、当該空調システ
ムの室外機に接続可能な全ての室内機タイプ及び室内容量が選択可能に表示されるように
し、ユーザがこれらの中から該当するタイプ及び室内機容量を選択して確定操作を行うこ
とが一例として挙げられる。識別情報の入力態様については、接続室内機５のタイプ及び
容量が入力できるものであればよく、その具体的方法については特に限定されない。
【００２８】
　記憶部２２には、室外機２に接続可能な各室内機の識別情報と該室内機の熱交換器に関
する特性値とが関連付けられた第１情報、積算特性値とシステム成績係数（システムＣＯ
Ｐ）とが関連付けられた第２情報、システムＣＯＰとＳＥＥＲとが関連付けられた第３情
報、システムＣＯＰとＳＣＯＰとが関連付けられた第４情報等が格納されている。
　記憶部２２に格納されているこれら情報は、通信媒体（例えば、インターネット等）を
介して所定のサーバからダウンロードすることにより、取得されるものでもよい。
　第１情報～第４情報については、順次説明する。
【００２９】
　まず、第１情報について詳しく説明する。
　第１情報における各室内機の熱交換器に関する特性値Ｃは、熱交換器の有効度であり、
例えば、以下の（１）式に示すように、熱容量流量Ｃｍｉｎ、熱交換有効率εを主なパラ
メータとする演算式により算出される。熱交換有効率εは、（２）式に示すように、冷媒
循環量Ｆを主なパラメータとする演算式により算出される。
【００３０】
　Ｃ＝ｆ（Ｃｍｉｎ，ε）　　　（１）
　ε＝ｆ（Ｆ）　　　　　　　　（２）
【００３１】
　ここで、冷媒循環量Ｆは、室内機容量に応じて変化する。例えば、容量２８［ｋＷ］の
室内機の場合、室外機の定格負荷における室内機最大容量が１１２［ｋＷ］とすると、冷
媒循環量Ｆ（２８）は、以下の（３）式を用いて算出される。
【００３２】
　Ｆ（２８）＝Ｆｔｏｌ×（２８／１１２）　　　（３）
【００３３】
　（３）式において、Ｆｔｏｌは、定格負荷時の合計循環量であり、室外機固有の値であ
る。また、上記室内機最大容量１１２［ｋＷ］についても室外機固有の値である。なお、
上記（３）式において、定格負荷時の合計循環量Ｆｔｏｌに代えて定格負荷時の圧縮機周
波数［Ｈｚ］を用いれば、当該室内機容量に応じた圧縮機周波数を得ることができる。
【００３４】
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　このようにして、室外機２に接続可能な各室内機について室内機容量に応じた冷媒循環
量を考慮した特性値Ｃをそれぞれ算出し、算出した特性値Ｃを各室内機の識別情報（室内
機タイプと容量の組み合わせ）と関連付けることにより第１情報が作成される。
【００３５】
　積算部２３は、入力部２１から入力された接続室内機５の識別情報に関連付けられてい
る特性値Ｃを第１情報からそれぞれ取得し、取得した特性値Ｃを積算することにより、積
算特性値ΣＣを算出する。
【００３６】
　例えば、壁掛けタイプの容量２８［ｋＷ］の室内機が２台と、天井カセットタイプの容
量５６［ｋＷ］の室内機が２台接続された場合、積算特性値ΣＣは以下の通りとなる。
【００３７】
　ΣＣ＝２×Ｃ（２８）＋２×Ｃ（５６）　　　（４）
【００３８】
　上記（４）式において、Ｃ（２８）は壁掛けタイプの容量２８［ｋＷ］の室内機の熱交
換器の有効度、Ｃ（５６）は天井カセットタイプの容量５６［ｋＷ］の室内機の熱交換器
の有効度である。
【００３９】
　次に、第２情報について説明する。
　例えば、室外機２に接続される室内機の組み合わせパターンは、複数存在する。例えば
、容量５６［ｋＷ］の壁掛けタイプの室内機を２台接続するパターン、容量５６［ｋＷ］
の天井カセットタイプの室内機を２台接続するパターン、容量２８［ｋＷ］の天井カセッ
トタイプの室内機を４台接続するパターン、容量２８［ｋＷ］の壁掛けタイプの室内機を
２台及び容量５６［ｋＷ］の壁掛けタイプの室内機を２台接続するパターン等である。
【００４０】
　そこで、事前に、室内機の接続パターンの各々について、システムＣＯＰを演算し、こ
れらシステムＣＯＰと積算特性値ΣＣとを関連づけることで第２情報を作成する。ここで
、第２情報は、室内機の接続パターン毎に対応してそれぞれ設けられていてもよいし、接
続パターン間でシステムＣＯＰ特性が似通っていた場合には、それらの特性の近似曲線を
求めることで接続パターン毎のシステムＣＯＰ特性を１つに統合することとしてもよい。
また、システムＣＯＰは、冷房時と暖房時とで値が変わるため、冷房時と暖房時の両方に
ついて第２情報が用意されていてもよい。図４に、近似曲線を用いた場合の暖房時におけ
る第２情報の一例を示す。
【００４１】
　システムＣＯＰ取得部２４は、記憶部２２に格納されている第２情報から積算部２３に
よって算出された積算特性値ΣＣに対応するシステムＣＯＰを取得する。このとき、冷房
に対応する第２情報と、暖房に対応する第２情報とが記憶部２２に格納されていた場合に
は、暖房・冷房のそれぞれの第２情報からシステムＣＯＰをそれぞれ取得するとよい。
【００４２】
　次に、第３情報及び第４情報について説明する。
　室外機２に接続可能な室内機の各接続パターンについて事前に試験やシミュレーション
を行うことで、システムＣＯＰとＳＥＥＲとの関係を求め、これらの近似曲線を得ること
で、第３情報を得る。図５に第３情報の一例を示す。図５において、横軸はシステムＣＯ
Ｐ、縦軸はＳＥＥＲである。
　同様に、接続パターン毎に、システムＣＯＰとＳＣＯＰとの関係を求め、これらの近似
曲線を得ることで第４情報を得る。図６に第４情報の一例を示す。図６において、横軸は
システムＣＯＰ、縦軸はＳＣＯＰである。
【００４３】
　ここで、ＳＥＥＲ、ＳＣＯＰに関連付けられるシステムＣＯＰについては、冷房時のも
のであってもよいし、暖房時のものであってもよい。例えば、上述したシステムＣＯＰ取
得部において得られるシステムＣＯＰに合わせて、第３情報、第４情報が用意されていれ
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ばよい。また、システムＣＯＰ取得部２４によって、冷房時のシステムＣＯＰと、暖房時
のシステムＣＯＰとの両方が得られる場合には、例えば、ＳＥＥＲについては冷房時のシ
ステムＣＯＰと関連付けられた第３情報を用意し、ＳＣＯＰについては暖房時のシステム
ＣＯＰと関連付けられた第４情報を用意することとしてもよい。
【００４４】
　ＳＥＥＲ取得部２５は、システムＣＯＰ取得部２４によって取得されたシステムＣＯＰ
に対応するＳＥＥＲを第３情報から取得する。
　ＳＣＯＰ取得部２６は、システムＣＯＰ取得部２４によって取得されたシステムＣＯＰ
に対応するＳＣＯＰを第４情報から取得する。
　出力部２７は、例えば、表示装置であり、ＳＥＥＲ取得部２５によって取得されたＥＥ
ＳＲと、ＳＣＯＰ取得部２６によって取得されたＳＣＯＰとを表示画面に表示することに
よりユーザに提示する。
【００４５】
　次に、上記構成を備える評価支援装置１０ａにおける処理手順について、図７を参照し
て説明する。
　まず、ユーザによって入力部２１が操作されることにより、当該室外機２に接続されて
いる接続室内機５の識別情報として、室内機タイプ及び室内機容量が順次入力される。入
力部２１により入力された接続室内機５の識別情報を取得すると（ステップＳＡ１）、各
接続室内機５の特性値Ｃを第１情報から取得し（ステップＳＡ２）、取得した特性値Ｃを
積算することで、積算特性値ΣＣを算出する（ステップＳＡ３）。次に、積算特性値ΣＣ
に対応するシステムＣＯＰを第２情報から取得する（ステップＳＡ４）。続いて、システ
ムＣＯＰに対応するＳＥＥＲを第３情報から取得し（ステップＳＡ５）、システムＣＯＰ
に対応するＳＣＯＰを第４情報から取得する（ステップＳＡ６）。このようにして取得さ
れたＥＥＳＲ及びＳＣＯＰは、出力部２７に表示されるなどして、ユーザに提示される（
ステップＳＡ７）。
【００４６】
　以上説明したように、本実施形態に係る空調システムの評価支援装置及び方法並びにプ
ログラムによれば、室外機２に接続されている接続室内機５を特定する識別情報を入力す
るという簡易な作業により、ＳＥＥＲやＳＣＯＰを得ることができる。これにより、ユー
ザの労力や時間を削減することが可能となる。
　ここで、本実施形態においては、特性値Ｃとして熱交換器の有効度を用いたが、これに
代えて、熱交換能力を用いることとしてもよい。熱交換能力は、以下の（５）式で表され
る。
【００４７】
　熱交換能力＝熱交換器の有効度×（熱交換器温度－吸入空気温度）　　　（５）
【００４８】
〔第２実施形態〕
　上述した第１実施形態に係る第１情報に設定されている特性値Ｃ、すなわち、熱交換器
の有効度は、室外機２の定格負荷（負荷１００％）における室内機最大容量に対する室内
機容量の比率に基づき冷媒循環量Ｆを算出し、この冷媒循環量Ｆを考慮して算出されたも
のであった。
　しかし、室外機２には、定格負荷を超える室内機容量（例えば、上記の場合１１２［ｋ
Ｗ］を超える室内機容量）あるいは定格に満たない室内機容量（例えば、上記の場合１１
２［ｋＷ］未満の室内機容量）の室内機が接続されることもある。
【００４９】
　このように、室外機２に接続されている室内機容量の和が、室外機２の定格に対応する
室内機最大容量（例えば、第１実施形態の例では１１２［ｋＷ］）以外の容量とされてい
た場合には、上述した第１情報から得られる積算特性値ΣＣには容量変化による誤差が含
まれてしまうこととなる。
【００５０】
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　したがって、本実施形態では、このような接続室内機の合計室内機容量の違いによる積
算特性値の誤差を低減するため、図３に示した第１実施形態に係る評価支援装置に対して
、図８に示すように、積算特性値ΣＣの補正値である第１補正値と接続室内機５の合計容
量とが関連付けられている第５情報（図示略）及び積算部２３によって得られた積算特性
値ΣＣを補正する第１補正部２８を更に備えている。図８は、本実施形態に係る評価支援
装置１０ｂが備える機能を展開して示した機能ブロック図である。以下、本実施形態に係
る評価支援装置１０ｂの特徴部分である第５情報及び第１補正部２８について主に説明す
る。なお、第５情報については、記憶部２２に格納されて、第１補正部２８により参照さ
れる。
【００５１】
　まず、第５情報について説明する。
　室外機２に接続される室内機の各接続パターンにおいて、室内機容量に応じた冷媒循環
量を考慮した場合の積算特性値（熱交換器の有効度の積算値）と、室内機容量に依存せず
に一定の冷媒循環量（例えば、室外機２が定格能力を発揮している場合の冷媒循環量、換
言すると、定格負荷時の圧縮機周波数）とした場合の積算特性値（熱交換器の有効度の積
算値）とをそれぞれ求め、室外機２に接続される室内機の合計熱容量と積算特性値との関
係を取得する。
【００５２】
　図９に、接続室内機５の合計容量と積算特性値ΣＣとの関係を示す。図９において、横
軸は、接続室内機の合計容量が、室外機能力１００［％］のときの室内機最大容量１１２
［ｋＷ］を基準とした割合で示されている。すなわち、室外機２に接続されている室内機
の合計容量が１１２［ｋＷ］のときに、１００［％］となる。縦軸は、積算特性値ΣＣで
ある。図９において、実線は容量に応じた冷媒循環量を想定した場合（換言すると、容量
に応じた圧縮機周波数を想定した場合）の各接続パターンにおける特性を近似して求めた
近似曲線（以下「近似曲線Ａ」という）であり、破線は冷媒循環量を一定とした場合（換
言すると、圧縮機周波数を一定とした場合）の各接続パターンにおける特性を近似して求
めた近似曲線（以下「近似曲線Ｂ」という）である。
【００５３】
　図９からわかるように、接続室内機５の合計容量が１００［％］を超える範囲では、合
計容量が増加するにつれて両者の特性が乖離していることがわかる。図９から接続室内機
の合計容量に対する第１補正値を求める。具体的には、近似曲線Ｂを近似曲線Ａで除算す
ることにより第１補正値の特性を得る。図１０に、接続室内機の合計容量と第１補正値と
を関連付けた第５情報の一例を示す。図１０において、横軸は室内機合計容量であり、縦
軸は第１補正値である。
【００５４】
　第１補正部２８は、室外機２に接続されている接続室内機５の合計容量に対応する第１
補正値を第５情報から取得し、積算部２３によって算出された積算特性値ΣＣを第１補正
値を用いて補正する。具体的には、積算特性値ΣＣに第１補正値を乗じればよい。
　そして、後続の処理においては、補正後の積算特性値ΣＣを用いてシステムＣＯＰの取
得が行われる。
【００５５】
　本実施形態によれば、室外機２に接続されている接続室内機５の合計容量が相違するこ
とによる積算特性値ΣＣの誤差を低減することができる。これにより、積算特性値ΣＣの
算出精度を向上させることが可能となる。また、特性値として、熱交換能力を用いること
ができることも上述した第１実施形態と同様である。
【００５６】
〔第３実施形態〕
　上述した第１実施形態に係る第２情報は、積算特性値ΣＣに対応するシステムＣＯＰを
関連付けたものであった。本実施形態では、第２情報に代えて第６情報及び第７情報を用
いることにより、積算特性値ΣＣ（すなわち、熱交換器の有効度の積算値）に対応するシ
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ステムＣＯＰを得る点で、上述した第１実施形態と異なる。
【００５７】
　以下、第１実施形態と異なる点について主に説明する。
　室外機２に接続される室内機の接続パターンのそれぞれについて、室内熱交換量（室内
機能力）［Ｗ］と積算特性値ΣＣとの関係、インバータ消費電力と圧縮機消費電力の和（
以下「機器消費電力」という。）［Ｗ］と積算特性値ΣＣとの関係を検討すると、図１１
、図１２が得られる。
　図１１は積算特性値ΣＣと室内熱交換量との関係において、各接続パターンの特性の近
似曲線を示した図、図１２は積算特性値ΣＣと機器消費電力との関係において、各接続パ
ターンの特性の近似曲線を示した図である。
　図１１、図１２に示されるように、室内熱交換量及び機器消費電力については、積算特
性値ΣＣと相関があることが確認された。
【００５８】
　そこで、本実施形態に係るシステムＣＯＰの算出については、積算特性値ΣＣに相関の
あるパラメータ、すなわち、図１１に示す室内熱交換量特性及び図１２に示す機器消費電
力特性を用いて、積算特性値ΣＣに対応する室内熱交換量及び機器消費電力をそれぞれ取
得し、取得したこれら値に対して室内外ファンモータの入力を加味することで、システム
ＣＯＰを算出する。
【００５９】
　具体的には、図１１に示した室内熱交換量特性を第６情報として、図１２に示した機器
消費電力特性を第７情報として記憶部２３に記憶しておく。
　そして、システムＣＯＰ取得部２４は、積算特性値ΣＣに対応する室内熱交換量を第６
情報から取得するとともに、積算特性値ΣＣに対応する機器消費電力を第７情報から取得
する。そして、取得したこれら情報と、予め保有している室内ファンモータ入力および室
内外ファンモータの消費電力とを、以下の演算式に用いて演算を行うことにより、暖房時
のシステムＣＯＰ及び冷房時のシステムＣＯＰの少なくともいずれか一方を得る。
　暖房時のシステムＣＯＰは、以下の（６）式で求められる。
【００６０】
　システムＣＯＰ（暖房）
　＝（室内熱交換量＋室内ファン入力）／（機器消費電力＋室内外ファンの消費電力）　
　　（６）
【００６１】
　冷房時のシステムＣＯＰは、以下の（７）式で求められる。
【００６２】
　システムＣＯＰ（冷房）
　＝（室内熱交換量－室内ファン入力）／（機器消費電力＋室内外ファンの消費電力）　
　　（７）
【００６３】
　このように、本実施形態に係る評価支援装置によれば、能力として室内ファンモータの
入力を、消費電力として室内外のファンモータの消費電力を反映させることで、より精度
の高いシステムＣＯＰを得ることができる。
【００６４】
〔第４実施形態〕
　上述した第１実施形態における評価支援装置１０ａでは、ＳＥＥＲやＳＣＯＰの取得に
おいて、待機電力を考慮していなかった。しかしながら、ＳＥＥＲの待機電力に対する感
度は予想以上に大きく、待機電力に応じてＳＥＥＲを補正することで、ＳＥＥＲの評価精
度を向上させることができることがわかった。
　本実施形態では、図１３に示すように、ＳＥＥＲ取得部２５によって得られたＳＥＥＲ
を待機電力に応じた第２補正値で補正するための構成として第８情報（図示略）及び第２
補正部２９を備えることにより、ＳＥＥＲの評価精度を向上させる。ここで、第８情報は
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０ｃが備える機能を展開して示した機能ブロック図である。
【００６５】
　具体的には、事前に試験やシミュレーションを行うことにより、接続パターン毎、ある
いは、接続室内機毎に、ＳＥＥＲと待機電力ＰＴＯとの関係を求め、これらの近似特性を
得る。そして、この近似特性を、基準となる特性（例えば、最もＳＥＥＲの値が大きくな
る接続パターンのときの待機電力ＰＴＯ－ＳＥＥＲ特性）で除算することにより、待機電
力ＰＴＯと第２補正値とが関連付けられた第８情報を得る。図１４に第８情報の一例を示
す。また、記憶部２２には、各室内機の識別情報と待機電力とを関連付けた第９情報も格
納されている。待機電力は、例えば、規定によって定められているものを用いてもよいし
、室内ファン入力に応じた待機電力が室内機毎に設定されていてもよい。
【００６６】
　第２補正部２９は、接続室内機５に関する待機電力を第９情報からそれぞれ取得し、取
得した待機電力を積算することにより、システム全体の待機電力を算出する。そして、積
算待機電力に対応する第２補正値を第８情報から取得し、取得した第２補正値を用いてＳ
ＥＥＲを補正する。
【００６７】
　また、同様にＳＣＯＰについてもＳＣＯＰと待機電力ＰＴＯとを関連付けた情報を記憶
部２２に格納しておき、この情報を用いて補正を行うこととしてもよい。
【００６８】
　以上説明したように、本実施形態に係る評価支援装置１０ｃによれば、ＳＥＥＲ取得部
２５及びＳＣＯＰ取得部２６によって得られたＳＥＥＲ、ＳＣＯＰの値を待機電力に応じ
た第２補正値によって補正するので、ＳＥＥＲ及びＳＣＯＰの評価精度を高めることが可
能となる。
【００６９】
　本発明は、上述の実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範
囲において、例えば、上述した各実施形態を部分的または全体的に組み合わせる等して、
種々変形実施が可能である。
【符号の説明】
【００７０】
１　空調システム
２　室外機
５　室内機（接続室内機）
１０ａ、１０ｂ、１０ｃ　空調システムの評価支援装置
２１　入力部
２２　記憶部
２３　積算部
２４　システムＣＯＰ取得部
２５　ＳＥＥＲ取得部
２６　ＳＣＯＰ取得部
２７　出力部
２８　第１補正部
２９　第２補正部
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